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課題 によるパ ラグラフライテ ィングか ら口頭発表へ
英作文から英語の発話までの指導の授業手順
國 吉 初 美
ABSTRACT
ThispaperexplainstheclassroomteachingprocedureofanEnglish
writing/speakingcourse.Studentsdoparagraphwritings,revising,
rehearsing,andmakingindividualpresentations.Studentswillalsodogentle
peerfeedbackswhilelisteningtotheothersdoshortspeechpresentationsin
frontoftheclass.Thisfinalactivityofspeechpresentationwillbemadeupof
aroundfi-7Englishsentencesandwilllastforabout90seconds.Eachscript
oftheirspeechesaretheiroriginals.StudentsexperienceproducingEnglish
languagetoexpresstheirownfeelingsinfrontofthewholeclass.Andthis
paperexplainsfullyaboutthedetailshowtoleadthestudentstowardthis
finalgoal.ConsideringtheirlevelofEnglishlanguage,thisisveryinteresting.
Thispaperwillshowhowimportantitistoreallycommunicatewiththe
peopleinthelanguagestudentsuse,nomatterhowmuchtheyareinefficient
withthelanguage.
1.は じ め に
本稿では,た くさんの文例 を記憶する作業 を学期の15回 の授業のうち
8回 を使 って実施 した後の,3回 にわたって実施 された,課 題を与えての
パラグラフライテ ィングの指導か ら,そ の間に作成 された短い作文のうち
の1つ を選んでの口頭発表にいたるまでの手順 を報告する。
学生 は,千 葉県農業大学校研究科1年 生の学生20名 である。これは4
X92
年制大学では,第3学 年にあたる。彼 らは農学科における2年 間の間に,
半期15回 の英語の授業をi二 度受けて及第 してきた者である。研究科 に
入 る者は,農 学科の総数の1/4程 度で,真 面 目で素直で向上心を持 った
学生達である。
手順は①作文指導,② リハーサル,③ プ レゼ ンテーション,の3段 階
がある。これか ら,そ れぞれの授業手順について詳 しく述べてい きたいと
思 う。
2.授業手順
2.1.背景理念
Krashenはその著書1物'πrα1吻γoπ読(Krashenl983)の中で,言 語 は
大量の言語 のinputを通 して自然 に体 得 されてい くと述べ た。その際受 け
入 れ られるinputは,現在 ある言語能力(i)より少 しだけ上 の ものが望 ま
しく(i+1),それに よって,だ んだん と言語 は上達 す る とした。 この考 え
方 を拡大 して,彼 はComprehensibleOutput(Krashenl991)の考 え方 を
提示 した。 ライテ ィングやス ピーキ ングの分野 において も,現 在ある言語
能力 ω の範 囲 を少 しだけこえた範 囲を 目標(i+1)として指 導 しrあ ま り
に難度 の高い単語 や言い 回 しを使 わず,自 分 の力 に見合 った表現 をしてい
くTと い う考 え方 である。 この方式 にの っとって,だ んだんに授業 内容の
質 をあげてい くと言 うこ とも,指 導の際の 目標 だ った。作文 において,テ
ーマ は非常 に具体的 な ものか ら抽象的な ものへ と移 り,リ ハ ーサ ルはだん
だん とより実戦 的 と成 り,プ レゼ ンテーシ ョンは,ク ラス全員 の聴衆 を前
に しての大掛 か りなコミュニケーシ ョンへの挑戦の場 となった。
2.2.作文指導
作文指 導では,1回 の授業時 間内 に3つ の テーマが提 示 される。それぞ
れの テーマ について丁英作文の時間が15分 と発表の場が15分 与 えられ
る。 これ を3回 繰 り替 え して1授 業時間 を終 わる。授業 時間の構成 につ
いては図1に 示す。
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口 作文一回目
團 発表
口 作文二回目
麗 発表
口 作文三回目
■ 発表
図1作 文指導の1授 業時間の割 り振 り
この円 グラフを,頂 上 か ら時計 回 りに見て,作 文の1回 目に15分,そ
の発表 に15分,作 文の2回 目に15分,そ の発表 に15分,作 文の3回
目に15分,そ の発表 に15分 となっている。
あ る日の作文 テーマ は,1回 目が 「WhatIHadforLunch」,2回目が
「TheFruitILikeMost」,3回目が 「TheWeatherILikeMost」だ った。
学生 は,辞 書の使用 は許可 されない。テーマは,前 の授 業時間 に提 示 され,
必 要 な単語があ った ら事前 に単語帳 をつ くって くるように言 ってある。基
本 的 に,す で に自分 で使 える英単語群の範 囲で作文 をす るこ とになる。辞
書 を使 うと,作 文 に非常 に時間が かか ることと,必 要以上 に難 しい単語 を
使 い たが る傾 向が あるので禁止 した。学生 は,テ ーマ にそ った内容 を7
つほ どのセ ンテ ンスで1つ のパ ラグ ラフの形 のお話 に作 り上 げる。手法
は フリーライテ ィングで,講 師 は単語の綴 りの間違いや文法 の間違いな ど
一切 チェ ックせ ず,好 きに書 かせ る。 目標 は,15分 以 内に1つ のお話 を
英文 で作 り上 げる能力育成 である。内容が高 尚である必要はない。 テーマ
は,食 べ物か ら天候 な どの非常 に卑 近な もの に限 られる。その 日の昼食 に
何 を食べ たか について語 る時,対 象 をデザー トに出たオ レンジ1つ に限
定す ることも自由であ る。
大事 なことは,決 め られた時間内 に作文 を完成する ことで,そ の後の発
表の時間 に指名 されればクラスの前で読み上 げなければな らないので,緊
張感が常 にあることで あろう。
発 表は1つ のテーマ につ き3名 の学生 を指名 して,ク ラスの前 で作成
した作文 を読み上 げ させ ることを柱 に している。1人 が読 み上 げたら,講
師 は聞 き取 れた使 いやすい英単語 を黒板 に書 き出 して,単 語 帳 をつ くる。
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1人 につ き6語 くらいずつ集め る。 クラスにその単語帳 をノー トに写 させ
たあ とに,そ の作文 に要 したセ ンテンスの数 を読 み上 げた学生 に聞いて黒
板 に書 き込 み,作 文全体 に対す るコメン トを しなが ら,こ の話 をす るの に
このセ ンテ ンスの数 では短い,あ るいは長い,と 理 由を添えて話す。作文
をす る時にはr意 見 を出 したあ と具体例 を出 して結論 を引 き出す ように指
導す るが,あ ま り短 い とバ ラ ンスが悪 くなる。大体7つ のセ ンテ ンスが
適当だが,短 く不十分であ った場合,ど こを もっ と詳 しく述べ る とよか っ
たかを指摘 する。学生の作文例 をあげる。
*作 文 例*
そ の1)Ilikeicecream.Theicecreamissweetandiscold.Icecreamis
madewith鵬Hondatoo,likesicecream.Intheicecream,it
likesstxawberr煕・(5)
そ の2)Ilove撫 ・originallybananaisn'tJapanese蝕襲,buttoday
bananaisfamiliartous.Iusuallyeatthemfr
eshbutinsummerI
skewerthebananat・a鰍 鰍and縣itThusI
makethefrozenbananastickandeatit.Ilikethis.AndIliketoeat
rww
bananacoveredwithchocolate_too.{fi}一
波下線を引いてある単語 は,単 語帳に書 き出 した単語である。コメント
を述べたあ と,単語帳の発音練習をしてから,次 に作文を読み上げる人を
指名する。1人 読み上げる度 に指導の時間は約5分 で,毎 回3人 あてる
ので15分の発表時間になる。発表時間の指導手順を図2に 示す。
口 作文の読み上げ
口 単語帳作り
圏 コメント
囲 発音練習
■ 先生の試作発表
図2発 表時間の指導手順
課題に よるパ ラグラフライテ ィングか ら口頭 発表へ195
この円 グ ラフを,頂 上か ら時計 回 りに見 て,作 文 の読 み上 げ に1分,
単語帳作 りに1分,コ メン トに1分,発 音練習 に1分,先 生の試作発表
に1分,と い う5分 の固ま りが,3回 繰 り替 えされる。
2.3.リハ ーサル指導
フリーライテ ィングによる作 文指導 を3回 ほ ど続 けたあ と,9つ の短い
原稿 が出来上がる。 これを元 に,1授 業時 間を使 って リハ ーサル指導 をす
る。 ここでは,プ ロセス アプローチによるリヴァイズ を試み たあ と,オ ー
ラル プ レゼ ンテー シ ョンの留意点 について説 明 し,そ れか ら,そ れぞれの
留意点 に着 目した実戦 的 リハーサル練習 に移 る。留意点 は,全 部 で10個
あ り,わ た しが,母 校青 山学 院大学英米文学科 で受 けた,当 時 の 日本大学
の教授 であ り青山学院で も教 えてい らした,川 島虎秀 先生 の御指導 による
「オー ラルイ ンタープ リテ ーシ ョン」の講議 内容 を参考 に して取 り出 した
事項である。10の留意点 をあげ よう。
*オ リエ ンテー ションの ためのプ リン トより抜粋*
プレゼンテー ションで気 をつ けるこ と
1.大 きな声が出ているか。
2.全 文覚え られているか。
3.つ っかえず に言えたか。(fluency)
4.顔 を上げてみ んなに話 しかけ られたか。 目線が見 る人 とあったか。
eyecontact}
5.ス ピーチに表情があ ったか。棒読 みで はなかったか。(intonation,
stress,rhythm}
6.発 表 態度 は適当で あったか。(不真面 目で はなか ったか。立 ち方,
姿勢,服 装,他)
7.身 ぶ り,手 ぶ り,顔 の表情 の変化 な ど,体 を使 っての表現 はあ っ
たか。(gesture)
8.何 か道具 を使 っての発表で あったか。(車 につ いて。一免 許証 を見
せ る。 キー を見せ る。学校 につい て。一 難 しい教科 書 を見せ る。
クラブについて。一使 う道具(サ ッカーボール)を 見せ る。)
9.生 き生 きとした発表 であったか。
10.全体の印象。
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発表の評価
発表の評価は,講 師とクラスの仲間との両者からもらう。講師の側 より
上記の10の 留意点についてそれぞれ5点 満点で評価がなされ,そ の合計
点(満 点50点)が 成績評価の50%に 充当する。クラスの仲間からは一
枚ずつスピーチについての感想 を書いた紙片 をもらう。 これは一人当 り
19通りの感想 をそれぞれが もらうことがで きる。発表 をするには資格が
必要で,そ れは発表原稿を含めて全部で9個 の作文を清書 して提出する
という課題だが,こ れをこなさなかった者は20名 中0名 であった。まと
めると以下のようになる。
1)講師の側か ら:デ リヴ ァリーシー ト(50点)
2)クラスの人 たちか らの レスポ ンス:impressionslipをみんなか らも
らう。
3)発表資格:発 表原稿 を含 めて全部で9個 の作文 を清書 して提 出 した
者
リハーサ ルの時間 にはまず,9つ の原稿 の内か らス ピーチ発 表のための
原 稿 を1つ 選 びだ し,そ の原稿 に付 け足 した り削 った りす る リヴ ァイズ
の時間を設 け,そのあ と発表原稿清書 の時 間を とったあ と実践練習 に移 る。
上 にあげた10の ポイ ン トの1つ1つ に付 き2名 ずつ指名 して,特 にその
ポ イン トについて留意す るよう指 示 を してクラスの前 で原稿 を手 に発 表 さ
せ る。講 師 はその度 にコメ ン トを付 け加 える。た とえば,「大 きな声」 と
い うポイン トを取 り上げる時 は,ひ たす ら声 がク ラス全体 に響 き渡 るか と
言 うこ とだけを課題 に,具 体例 を前 に してみんなで改善点 を考 える。それ
ぞれの留意点 については,そ の点 について得意分野であ ると思 われる学生
を選 んで当てる ようにす る。 この過程 で,学 生 のプ レゼ ンテー ションに対
す る恐れ を取 り除 き,フ レン ドリーな雰囲気づ くりに勤 める。 リハーサル
指導の時間の構成 については,図3に 示す。
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口 発表原稿決定
1コリヴァイズ
圏 清書
圏 オリエンテーション
■ リハーサル
圏 まとめ
図3リ ハーサル指導の時間構成
この円 グラ フを,頂 上 か ら時計 回 りに見 て,発 表原 稿 を きめ るの に5
分,リ ヴ ァイズ をす るの に10分r清 書の時間 に5分,オ ー ラルプ レゼ ン
テー シ ョンに向け ての オ リエ ンテーシ ョンに5分,実 践 練習 と しての リ
ハ ーサル に60分,ま とめ に5分 を取 る。
2.4.発表指導
最後 の1授 業時間 を,ス ピーチ発表 に当て る。 ス ピーチ をす る際 には,
前 の時間 に講議 を した10の 留意点のそれぞれ に5点 の配点があ って}全
50点 満点 の プ レゼ ンテー シ ョンであ る ことをアナウ ンスす る。講 師 は,
10のポイ ン トのそれぞれ につ き1か ら5ま での 目盛 りを付 けた横棒のス
ケ._._ルのついた採点表 を,1人 につ き1枚 準備 して当たる。採 点表 につい
ては,次 の表 を参照 してほ しい。
*評価表*
1 2 3 4 5
1.loudness
2.覚 え て い る か
3.fluency
4.eyecontact
5.intonation,stress,rhythm
6。発 表 態 度
7.gesture
8.道 具 は 使 え た か
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9.liveliness
ld.impression
TOTAL
さらに,講 師は20人 の学生 に,そ れぞれ20枚 の紙片 を授 業の始 めに
配 る。 これは,ス ピーチが終 わる度 にそれ に対 する感想や コメ ン トを発表
者 に書 いてあげる ように指導す る。 これは,あ とで講師が発表者 ご とに集
めホチキスで1つ にま とめて授業 の最後 に配 る。 これで,発 表者 はただ
発表す るのではな く,出 席者全員か らの フィー ドバ ックをもらう訳 で,こ
れ は第二言語 習得分野 にお けるいわ ゆ るgentlepeerfeedbackとい う
motivationをあげる効果 を持つ作用 となって,発 表 者 に働 きか ける。 の
み な らず,発 表者 は20人 の聴衆 を前 に してその視線 を一身 に浴 び,色 々
な反応 を目の当 た りにす るこ とで,自 分の発 した英語が巻 き起 こす周 囲に
対す る影響 を体感 す るこ とがで きる。発表 に当て られる1授 業時間の構
成は,図4に 示す ものである。
口 準備
圃 発表10名
口 中休み
團 発表10名
口 中休み
圏 コメント用紙を配る
圏 まとめ
図4発 表のための1授 業時間の構成
この円グラフを,頂 上か ら時計 回 りに見て,コ メン ト用の紙 の準備 など
に5分,10名 分 の発表 に30分,中 休 みを10分 とって コメ ン ト用紙 を整
理 し,ま た10名 分の発表 に30分,中 休み を5分 とってコメン ト用紙 を
整理 し,コ メン トをそれぞれの発表者 に配るのに5分,授 業 の まとめ に5
分 を当 てる。授業最後 の中休みの時間に講師が コメン ト用紙 のホチキス止
めを してい る問,学 生 には残 った一枚 の紙 にス ピーチ発 表 についての感想
を講師宛 に書い て もらい,講 師はそれ を授業最後 に集め る。
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3.カセ ッ トテ ー プ再 生
この授 業手順で は,英 語の プロダクティブ な能力の育成 に着 目し,そ の
手法 はフ リーライティングか らプロセス アプローチを経 て,オ ーラルプ レ
ゼ ンテーシ ョンに持 ってい くと言 うこ とだった。 それでは,こ れか ら実際
に どの ようなス ピーチ発表であ ったのか,そ の時 に録音 したカセ ッ トテー
プの再生 をす る。
*テ ー プ再生*
MenuintheLunch
Itwas,ah/,Ωエante.〃Ilike,ah/,orange/雌h!(`伽5`buckles.)Ah,
fromthe〃ah,ah(hebeginstogiggle侃4traes'05'gρ 鉱 ω乃oJ6classstartsto
giggle.}/,Ω並g血(`la∬stopstogiggle.〃,Ehimeis/famous.Theorange/is
yellow.There/,there/,there伍6み卿 庸togiggleagain,伽4/lndsithardtostop
it.)/,thereis,ah,many/vitaminC/intheΩ エ旦皿g旦.(加becomesserious.)
Vitamin/C/is/verygood/fromthe/skin,(heisveryserious.So/,Ilove
orange,〃(伽 伽 伽 ゴ6のIl・veorange1!(inaveryloudvoice.`lassburstsintoa
friendlylaughter.theygivehamabigclapping.)
/→ 短 い ポ ー ズが あ った 。
〃 → 長 い ポ.___ズが あ っ た。
()→ ト書 き
下 線 部 → 強 調 して,発 音 され た。
文法 的 に完全で はないけれ ども,言 わん とす る内容 は十分 に伝 わ り,そ
れ に より聴衆の学 生達が喜び,面 白い所 では笑 う,と い う反応 を再生 して
表現 した。聴衆の学生達 は,発 表者の発音す る英語 を聞 くだけでその話の
内容 を理解 し,共 感 し,手 を叩 き,笑 い,喜 び,楽 しんだ。 これが,コ ミ
ュニ ケー シ ョンだ とい う実感 を強 く得 る事ので きる時 間となった。
4.授業の特徴
こ の授 業 手 順 は,Swainの 言 うPushedOutputHypothesisに基 づ い て
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い る。PushedOutputHypothesisとは,指 導者は学生 をoutputする状況
に追い込 んでい くと,学 生 はその持 てる言語能力 の範囲内でお ぼつかない
なが ら言語 のproduceを始 め る。 この状況 の発生の繰 り返 しに よって,
学生のoutputも繰 り返 し行 われ,し だい に学生の言語のproduceはなめ
らか になされる ようにな りoutputにおける言語能力が あが ってい くとい
う説である。 ライテ ィング もス ピーキ ング もproductiveな言語能力 であ
りsこ の授 業手順 において もSwainのPushedOutputHypohesisにした
がった。
今回は,課 題 を して,規 定 の時間内 に,と もか く一つのお話 を英文で作
り上げ るとい う作 業 を9回 したあ と,プ ロセ スアプローチ に基づ いて リ
ヴァイズ を行 い,そ こか らオリエ ンテー シ ョンや リハーサル練 習 を経 てス
ピーチ プ レゼ ンテーシ ョンまで持 ってい く,と い う授業の流れ をそれぞれ
の手順 を追 ってい くことで御紹介 した。
規定 の15分 の時 間内での英文 に よるお話 の完成 を9回 実施す る練習
は,学 生達 の持 てる能力 の範囲内で如何 にフル に英語 を活用す るか とい う
意味での英語力 のfluencyを彼 らに与 え,英 語 のproduceに慣 れ るとい
う効 果があった。
ス ピーチのための オリエ ンテ0シ ョン等では,オ ーラルプ レゼ ンテ 一ーシ
ョンに対 す るAffectiveFilterを低め る役割 を果た し,そ れはKrashenの
提 唱す るようなinputの方 向だけで はな く,今 回の ようなoutputの方向
で も有利 な効果 があった と信 じる。
ス ピー チ プ レゼ ンテ ー シ ョンで は,コ メ ン ト用 紙 でgentlepeer
feedbackを得 る こ とで英語 の発話 に対 す るmotivationが高 まる と共 に,
英語 によるコ ミュニケーシ ョンが成 り立 つ ことを実地 に体験 す ることで英
語 を使 っての人 との交流 に対す る関心が高 まった と考 える。特 に今 回の よ
うな1対20の ようにイ ンパ ク トの強い交流 を体験 を したあ とでは,実 際
の 日常会話 にあ るような1対1の 会話 に対す る恐怖 や気後 れは大分軽 減
されたのではないだろうか。英語 による コミュニケーシ ョンに対す る学生
達の 自信 の芽生 えや,そ れを楽 しむ姿勢 とい うものが見 られ た。
作文 の過程 においてf獲 得 を した と考 える英単語 の数 は全部 で約200
だ った。ス ピーチ に向 かって覚 えた英文 の長 さは7セ ンテ ンスで,約1
分半の長 さのス トー リーである。仲 間の作 文の読 み上げやス ピーチを聞 く
機会 は,全 部で約70回 分 だった。仲間のス ピーチに対 してなん らかの レ
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スポ ンスをす る機会が 同 じく約70回 分あ り,そ の うちその内容 を書いて
相手 に渡 したのは19回 分 だった。 この授 業手順 の流 れの中で,英 語 によ
るコ ミュニケーシ ョンの成立が なった と考 える。学生達 に とって,実 際 に
伝達 内容 のある生 の英文 を適 当な長 さで大量 に聞いた ことは,そ の内容 を
理解 して レス ポ ンスす るこ とと共 に貴重 な体験 だった。講 師の立場 では,
英語 での コミュニケーシ ョンの可能性 や重要 性を認識 させ られた。
5.アンケ ー ト結 果
授業の最終 日に講師 に対 して もらった,授 業の内容 に対 する コメ ン ト用
紙 か らの抜粋 をAppendixlに示す もの とする。
6.結語
本稿 では,英 作文 か ら英語 の発話 までの指導の過程 を,そ の手順 を追 っ
てい くことで分析 した。英語 のプロダクテ ィブな能力 は,リ セ プテ ィブな
能力(リ スニ ング,リ ーデ ィング)に 較べ,指 導が よ り難 しい とされてい
る。だが物事 をシンプルに とらえ,た くさんの練習 を積み重ねていけばや
がて はは じめの一 歩があ り,そ れが動機付 け となって次の さらなる進歩が
ある。
今 回た どりついた90秒 のス ピ 一ーチ は,た どた ど しい一 歩 か も知 れない
が,そ こには確 か に英語 を介 しての一対他者(大 勢)と の コミュニケーシ
ョンがあ った。 この授業が,学 生 たちが実社 会に出た ときに英語 における
コミュニケーシ ョンが必要 になった ときの一段 目の踏み段 になれば よい と
私 は考 える。
本稿 は,第40回(2001年 度)大 学英語教育学会(JAcET)全国大会 に
て,2001年9月15日(土>15:30～16:00に,北 海道札 幌市の藤女
子大学新館第7室(552)において筆者が行 った 日本語 による口頭発表の草
稿 に加筆訂正 を した ものである。
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Appendix1
*コ メン ト用 紙抜 粋*
そ の1)第 一回 目の授業 で は,も う一言英文 を話 す だ けで 緊張 して大 変 だった け ど,
回 を重 ね るご とに,や は りなれ て きて どん どん楽 しくなった。 最後 の ス ピ
ーチで も,や は り緊張 して しまい,頭 の中が真 っ白,と まで いか な くて も,
単 語 を忘 れ て しま うな どrく や しい思 い を した。ス ピー チ を して,良 か っ
た と思 える こ とは,自 分 な りに,nativeの話 し方 に近 づ ける よ うに,文 を
流 れ と して,つ かめ た こ とだ と思 う。 今 まで英 語 を学 んで何 年 に もな るが,
nativeのよ うにinaを イ(ン)ナ と よむ な ど,大 勢 の人 の前で ははず か し
い な ど とい う感 覚が あ っ て,ず っ と 日本英 語 で読 み つづ け てい たが,英 語
をよ く聞 くとイ ン トネー シ ョンの つ け方等 が感 覚 的 につ か め る よ うに な る
の で,ま だ まだ だが,こ れか ら もよ りfluentlyに話せ る よ う努 力 を続 け て
い きたい と思 う。
そ の2)最 初 も今 も文 をつ くるの は難 しい し,文 法 もめ ち ゃ くち ゃで文 に なっ てい
ない し,大 勢 の前 で発 表 す るの は緊 張 して思 っ てい た よ り上 手 くい か ない
け れ ど,や るの は楽 し くて よか った。外 国 で は 自分 の意 見 は恥 ず か しが ら
ず に堂 々 と言 うけれ ど,自 分 は まだ まだだ な とい う事が よ くわ か った。 あ
とは ち ょっ と準備 を し出すの が遅 か っ たのが 反省 。 もう一度 あ った ら,み
ん な の前 で にっ こ り笑 って完 壁 なス ピー チ を したい 。 文章 をつ くる の も,
題 材 は 身近 な もの か ら少 しず つ作 ってい っ たのが よか った。 で も1み ん な
の発表 の内容 は簡単 な単 語 しかわ か らない のが残念 。作 った文章 の文法 と
か が正 しい のか とか も先生 に教 えて欲 しい です。
その3)普 段 は な して る言 葉 を英 語 に直 す こ とは あ ま り英語 を使 わ ない ので とて も
むずか しか った。 日本 語 の難 しい表 現 を英 語 に直す ととて も簡単 な言葉 に
なった りして勉 強 に なっ た。 ス ピーチ をす るこ となんてめ った に ないの で
壇 上 で とて もきんち ょう した。
その4)英語の授業は今までやっていたけれど,自分で文章を作ることはほとんど
なかったのでとて も考えた。自分が言いたいことはあるのになかなか上手
く文章にすることがで きなかった。そして考えた文章を授業中に発表した
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りす る ので声 をた くさん出 した よ うに思 う。授 業 中 に声 を出 し,単 語 をい
っ た りす るの っていい こ とだ な,と 思 った。で も,な ん だか焦 った りして,
うま く言 えなか った りもした。 緊張 も した気 がす る。
その5)英 語 で 自由作 文 を書 くこ とにな り,不 安が い っぱい で した。 しか し,い ざ
取 り組 んで み る と,と て も楽 し く,毎 回 出 され るタ イ トルが楽 しみ で した。
実 際 に書 い てみ る と,い つ も頭 の中 にあ りそ うな単 語 を使 っ て文章 に して
しまい ま した。 もっ と普 段 か ら英 語 に親 しみ た い なあ と思 い ま した。 ス ピ
ー チ は とて も楽 しか っ たです 。い い経験 に な った と思 い ます。 自分 の伝 え
た い こ とをみ ん なに わか る よ うに伝 え る こ とは難 しい と思 い ま した。 また
や りたいです 。
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